
助成の流れ

募集

結果

活動期間

発表会

報告

助成金

募集期間　2026年9月1日～9月30日　WEB申請手続きシステムで受付

採択通知書（郵送）2027年4月上旬頃

2027年4月1日～2028年3月末（1年助成の場合）
2027年4月1日～2029年3月末（2年助成の場合）

2028年夏期　東京にて開催予定（1年助成の方が参加）
※2年助成の方は2029年度参加
優秀成果の表彰

2028年4月30日までに活動成果と決算報告書を提出（1年助成の場合）
2029年4月30日までに活動成果と決算報告書を提出（2年助成の場合）

2028年7月頃予定（1年助成で完了払いを希望の方）
※1年助成で前金払いをご希望の方は2027年6月頃にお振込み予定
2029年7月頃予定（2年助成で完了払いを希望の方）
※2年助成で前金払いをご希望の方は2027年6月頃にお振込み予定

お問合せ
公益財団法人河川財団 基金事業部
e-mail ：kikin-toi@kasen.or.jp

河川基金助成　申請方法
河川財団のホームページから申請
https://www.kasen.or.jp/kikin/tabid���.html

「申請概要」を WEB申請手続きシステムから入力してください。　※締め切りは 9 月 30 日 17：00 まで。

「申請書類 - 添付書類」の Excel 書式をダウンロードして入力。
添付書類は WEB 申請手続きシステムからアップロードしてください。

・申請書
・必要経費　など

河川基金助成では、「川づくり」や河川管理の貢献が期待できる調査・研究に対し助成します。
その際、河川の現場を活用した調査・研究や萌芽的研究または今後の発展性が期待できる調査・研究
にも優先して助成を行います。
※「川づくり」とは：河川、流域で行われる河川に関わる事業（治水安全度を向上させるもの、河川環境の保全・創造を図るもの、

利水安全度の向上や新規利水に対応するもの、河川の利用を促進させるもの等）や、人が河川、流域と係わる上で身につけな
ければならない智慧、知識、態度を涵養させる働きを「川づくり」と呼んでいます。

幅広い分野に対して助成しています。
理科系（工学、自然科学等）のみではなく、法学、経済
学、社会学等を含む、文科系（社会科学、人文科学）及
び文理融合の調査・研究にも助成します。

若手研究者の助成枠があります。
研究経験の少ない若手研究者に対して、幅広く研究
費を得る機会を増やし、研究者として良いスタートを
切れるよう若手研究者（35歳以下）の研究枠を設け、
若い研究者を応援しています。

助成期間は１年間または２年間から
選択可能です。
研究内容を踏まえて助成期間を選択してください。
※緊急災害調査、学術図書出版助成については、助成期間は
　1 年間のみです

申請、採択の回数に制限を設けていません。連続して
申請することもできます。

申請、採択に回数の制限はありません。

河川や水 ・流域にかかわる調査 ・研究を支援します！
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募集期間 が
変 わ り ま し た



成果報告書は有識者によって評価が行われ、優秀な研究については表彰をさせていただい
ております。また、2022年より特に優れた研究者へ国土交通大臣賞を、2025年から環境大

臣賞の授与も行っております。

研究者・研究機関部門の助成者様には助成終了後に開催される「河川基金研究成果発表会
（東京）」への参加をお願いしております。発表会では異分野の研究者との交流が生まれ、今

後の研究へのヒントを得られた等のお声を多くいただいております。
（旅費・交通費は全額河川財団から支給）

河川基金助成で得られた成果をさらに発展させ、論文投稿等を行った研究者は河川財団賞
（副賞50万円）、河川財団奨励賞（副賞20万円）へ応募できます。

また、河川財団賞に応募があったもののうち、卓越した功績が認められた助成研究者には、
特別賞（副賞30万円）を授与することがあります。

河川基金助成の特徴

河川基金研究成果発表会

研究者・研究機関部門の助成者全員参加による成果発表の場

異分野の研究者との情報交換の場となっています。【2028年夏期 東京で開催予定】

 河川財団奨励賞の授与ポスターセッションの様子 表彰者との記念撮影

過去２年間の申請、採択状況

助成対象者

大学・高等専門学校等、地方公共団体、独立行政法人、公益法人、一般法人、
民間企業、河川協力団体、NPO 法人、任意団体、学校等

※助成区分には、このほかジュニア研究者（クラブ活動）があります。

研 究 機 関

一 般 研 究 者

若 手 研 究 者

上記の研究機関に所属する研究者
※本人及び共同研究者の年齢が（ 2027 年 3 月 31 日時点 ）60 歳未満の研究者

上記の研究機関に所属する研究者
※本人及び共同研究者の年齢が（ 2027 年 3 月 31 日時点 ）35 歳以下の研究者
　（指導教官の了承があれば博士後期課程の方も対象 ）
　なお、これまで 3 回以上採択された研究者は一般研究者に申請してください。

助成一覧
 

1年 200万円まで(金額査定あり)

2年 300万円まで(金額査定あり)

緊急災害調査 1年 300万円まで(金額査定あり)

学術図書出版助成 1年 100万円まで(金額査定あり)

アウトリーチ活動A 1～2年 200万円まで(金額査定あり)

1年 100万円まで

2年 150万円まで

学術図書出版助成 1年 100万円まで(金額査定あり)

アウトリーチ活動B 1～2年 100万円まで(金額査定あり)

若手研究者
一般的助成

(35歳以下の研究者）
1～2年 60万円まで

研究機関

一般研究者

研究者・
研究機関

一般的助成

一般的助成
(60歳未満の研究者）

助成部門 助成対象者 助成区分 期間 助成金額

助成区分

研究機関
一般研究者

一般的助成

一般的助成

学術図書出版助成
アウトリーチ活動

若手研究者

河川基金助成

※助成金の前払い請求ができます。
（ただし、採択金額が150万円を超える場合、

前払いとして請求できる金額は採択金額の80%まで）

若手研究者のご応募をお待ちしています。
申請数
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